
矢矧川を清流にもどす会とボランティアの皆さん矢矧川を清流にもどす会とボランティアの皆さん

　　 ２ページ　一般会計補正予算　教育環境の充実に向けて　　 ２ページ　一般会計補正予算　教育環境の充実に向けて
 ４～７ページ　町政を問う ４～７ページ　町政を問う
　　 ８ページ　ちいきのちから　矢矧川を清流にもどす会　　 ８ページ　ちいきのちから　矢矧川を清流にもどす会

ほたるの光をほたるの光を
後世に後世に

おかがきおかがき
議会だより議会だより
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Q　�岡垣中学校はスポットクーラーを設置する予定で
あったが、パッケージ空調に変更した理由は何か。

A　�スポットクーラーは一定の場所しか冷えないこと、
発注しても４カ月以上かかるため、パッケージ空
調に変更した。体育館が広いためパッケージ空調
を６機設置する。また、搬送ファンを設置して、
効率よく冷たい風を送り出すように計画している。

Q　�各学校の工事の期間はどうなっているのか。
A　�空調工事は７月から 11月で、断熱材の工事は 12
月から３月を予定している。

学校体育館の空調設置費増額
工事費　1017万円

Q　�児童生徒が使用しているタブレット端末のネット
ワーク回線に不具合が生じているのか。

A　�タブレット端末の画面が動かなくなるなどの報告
があったため、令和６年度末に通信状況の調査を
行った。その結果、文部科学省が推奨している速
度に達していなかったことが判明し、回線数を増
やして通信速度を上げる。

Q　�タブレット端末の更新時期を迎えるが、新しいタ
ブレット端末は確保できているか。

A　�10月から新しいタブレット端末になる予定。すで
に福岡県の共同調達で、確保できている。

小中学校の通信状況を改善へ
ネットワーク回線設定等委託料　58万円

一般会計補正予算１億6030万円追加
教育環境の充実に向けて

パッケージ空調とは、
一般的に室内機と室
外機が対になってい
る業務用エアコンの
ことだよ

タブレット端末は�
大事に使ってね

岡垣中学校体育館

2定例会　概要



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容 結果

川
地　

啓
輔

廣
渡　

裕
次

森
山　

浩
二

神
崎　

宣
昭

平
山　

正
法

三
隈
千
恵
子

太
田　
　

強

谷
口　

貴
之

広
渡　

輝
男

細
山
田　

修

安
里　

雅
恵

横
山　

貴
子

三
角　

善
彦

第
２
回
定
例
会

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町公共交通の運行に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町庁舎トイレ改修工事（１工区）請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山田小学校校舎棟外壁等改修工事（２工区）請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山田小学校校舎棟外壁等改修工事（１工区）請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉木小学校特別教室棟改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　岡垣町一般会計繰越明許費繰越計算書 報告 － － － － － － － － － － － －

令和６年度　岡垣町水道事業会計予算繰越計算書 報告 － － － － － － － － － － － －

令和６年度　岡垣町土地開発公社決算報告について 報告 － － － － － － － － － － － －

報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日付 会議等 議題等

5月1日 議会運営 第３回臨時会運営

5月9日 第３回臨時会 本会議・委員会・全員協議会

5月19日 議会広報 議会だより編集

5月23日 議会運営 第２回定例会運営

6月6日～ 19日 第２回定例会（14日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会・委員会協議会

6月6日 議会運営 議長からの諮問

6月26日 議会広報 議会だより編集

7月1日 その他 三里松原保全活動

7月1日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

3 議決の状況・議会の動き
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容
４ 三隈千恵子 　１．平和事業や平和学習の充実に向けて
５ 廣渡　裕次 　１．ワンヘルスの推進について

５ 平山　正法 ◇１．熱中症対策について
　２．岡垣町の歴史について

６ 細山田　修 　１．PFASによる健康への影響について
６ 広渡　輝男 　１．持続可能なまちづくりについて
７ 安里　雅恵 　１．住民の移動手段の確保について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

三
隈

町
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
の
町
宣

言
を
昭
和
61
年
に
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
経

緯
と
平
和
へ
の
思
い
や
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長

当
時
は
、
原
爆
投
下
か
ら
40
年
を
超

え
る
時
期
を
迎
え
、
冷
戦
下
に
お
け
る
核
拡

散
と
い
う
国
際
的
課
題
に
対
し
て
、
地
域
か

ら
も
声
を
上
げ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考

え
、
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
認
識

し
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
強

い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦

争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
そ
の
継
承
と
平
和
へ
の
努
力
を
、
今
後

一
層
深
め
て
い
き
ま
す
。

三
隈

本
年
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
と
な
り

ま
す
。
平
和
事
業
の
充
実
に
向
け
て
、
町
の

取
り
組
み
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

近
年
で
は
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
株
式
会

社
と
連
携
し
、
平
和
音
読
教
室
や
平
和
活
動
に

取
り
組
む
方
を
お
招
き
し
て
、
講
話
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
届
け
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
開
催
、
庁
舎
内
で
黙

と
う
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
日
常
の
中
で
平
和

を
意
識
す
る
機
会
の
創
出
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

三
隈

庁
舎
北
側
に
建
設
さ
れ
て
い
る
、
岡

垣
町
戦
没
者
慰
霊
塔
の
参
道
に
は
、
砂
利
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
で
も
訪

問
し
や
す
い
よ
う
に
舗
装
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

町
長

昨
年
度
、
樹
木
を
伐
採
し
た
こ
と
に

よ
り
見
通
し
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
慰
霊
塔

が
町
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
り
、
足
を

運
ぶ
方
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
環
境
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
垣
町
戦
没
者
遺
族

会
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

議員町長
平
和
事
業
の
充
実
を

地
域
に
根
ざ
し
た
平
和
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る

岡垣町戦没者慰霊塔

三
み

隈
くま

　千
ち

恵
え

子
こ

 議員

4町政を問う　一般質問
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廣
渡

岡
垣
町
に
お
い
て
は
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス

推
進
宣
言
に
よ
り
「
人
と
動
物
の
健
康
、
環

境
の
健
全
性
は
ひ
と
つ
」
と
し
て
捉
え
、
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
野
良
猫
問
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域

猫
活
動
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
岡
垣
町
独
自
の
支
援
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

町
長

地
域
猫
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
の
制
度
に
準
じ
て
実
施
し
て
お
り
、

町
は
、
活
動
者
自
ら
が
近
隣
住
民
に
対
し
て

丁
寧
な
説
明
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
な

要
素
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
広
報
お
か

が
き
を
通
じ
、
室
内
飼
い
の
徹
底
な
ど
の
周

知
啓
発
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
他
自
治
体
の
事
例
や
財
政
面
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

廣
渡

有
害
鳥
獣
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
が
畑
だ

け
で
な
く
、
住
宅
敷
地
内
の
納
屋
に
ま
で
近

づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
人
身
災
害
は
、
ま
だ

起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
危
険
な
状
況
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長

農
業
者
へ
の
電
気
柵
の
購
入
補
助
、

平
山

岡
垣
町
史
が
発
行
さ
れ
て
約
37
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
続
編
の
岡
垣
町
史
を
編
さ

ん
す
る
時
機
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
編
さ
ん
に
は
、
膨
大
な
資
料
や

時
間
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。
岡
垣
町
史
の
続

編
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

町
長

町
史
編
さ
ん
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

庁
内
で
検
討
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
方
向
性
の
決
定
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
編
さ
ん
の
時
機
や
進
め
方
な
ど
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
山

昨
年
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
内
に
岡

垣
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
設
置
し

て
お
り
、
映
像
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
内
で
歴

史
の
企
画
展
示
も
実
施
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
岡
垣
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

町
長

展
示
内
容
に
代
わ
り
映
え
が
な
け
れ

ば
来
場
者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
新

希
望
す
る
集
落
組
織
へ
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
配
布
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
自

衛
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
や
緩
衝
林
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
里
松
原
周
辺
地
域
へ
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
あ
た
っ
て
は
、
福
岡
森
林
管
理
署
、
遠

賀
郡
猟
友
会
と
町
が
「
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
被

害
対
策
協
定
」
を
締
結
し
、
円
滑
な
猟
友
会

の
捕
獲
活
動
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
今
後
も

猟
友
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
鳥
獣
被
害
の
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

た
な
発
見
や
学
び
が
得
ら
れ
る
よ
う
展
示
内

容
の
定
期
的
な
更
新
を
行
い
ま
す
。

教
育
長

岡
垣
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
み
な
が
ら
町
の
歴

史
を
学
べ
る
学
習
施
設
と
し
て
の
機
能
充
実

を
目
指
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
常

設
展
示
の
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
企
画
展
示
が

連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
歴
史
を
身

近
に
感
じ
、楽
し
く
学
べ
る
場
と
な
る
よ
う
、

柔
軟
か
つ
創
意
あ
る
運
営
を
行
い
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

野
良
猫
と
イ
ノ
シ
シ
問
題
は

町
史
続
編
の
発
行
を

関
係
機
関
と
更
な
る
連
携
を
図
る

検
討
課
題
で
あ
る

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

まちの歴史がわかるよ

廣
ひろ

渡
わたり

　裕
ゆう

次
じ

 議員

5 町政を問う　一般質問



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

細
山
田

私
は
４
月
中
旬
に
、
名
古
屋
市
北

区
の
病
院
で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
検
査

を
受
け
ま
し
た
。
１
カ
月
後
に
送
付
さ
れ
た

報
告
書
に
よ
る
と
、
７
種
類
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

合
計
値
が
23
・
９
ng
／
ｍL
で
、
全
米
科
学

工
学
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
健
康
に
影
響

が
考
え
ら
れ
る
基
準
値
20
ng
／
ｍL
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
病
院
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
相
談
外
来
を
受
診
し
、
い
く
つ
か
の
検

査
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
健
康
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
町
の
特
定
健
診
時
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

血
中
濃
度
検
査
を
追
加
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

は
、
国
際
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
行
わ
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
は
ど
の
程
度
の
量
で
ど

の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
、
統

一
的
な
見
解
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
現
時
点
の
知
見

で
は
、
ど
の
程
度
の
血
中
濃
度
で
ど
の
よ
う

な
健
康
影
響
が
生
じ
る
か
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
血
中
濃
度
に
関
す
る
基
準
の
設

定
や
血
液
検
査
の
結
果
の
み
に
基
づ
く
健
康

影
響
の
把
握
は
、
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
渡

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

現
在
の
町
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

地
下
水
源
の
確
保
と
水
質
保
全
に
向
け
た

取
り
組
み
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
運
営
を
目

的
と
し
て
、
新
た
な
水
源
の
開
発
に
も
着
手

し
て
お
り
、
事
業
の
進
捗
を
加
速
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
に
対
す
る
原
因
究
明
や
新
た
な
水
源
の

開
発
な
ど
に
対
す
る
補
助
な
ど
、
国
に
対
し

要
望
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、
適

切
な
情
報
を
適
宜
発
信
し
な
が
ら
、
水
道
水

の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

広
渡

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

町
長

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
周
辺
の
整
備
事
業

は
、
将
来
を
見
据
え
た
本
町
の
都
市
基
盤
づ

く
り
に
お
い
て
、
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お

り
、
実
現
性
や
財
政
的
負
担
を
考
慮
し
、
駅

北
側
地
域
の
整
備
を
優
先
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
駅
南
側
地
域
に
含
ま
れ
る（
仮

称
）
海
老
津
・
遠
賀
線
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
よ
り
課
題
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
調

　

国
や
県
に
お
い
て
も
、
住
民
へ
の
血
中
濃

度
検
査
を
一
律
に
求
め
る
方
針
は
示
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
健
診
項
目
と
し
て
の
導
入
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
よ

る
健
康
に
関
す
る
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
健

康
づ
く
り
課
を
窓
口
と
し
て
相
談
を
お
受
け

し
、
国
が
示
す
情
報
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
を
行
い
ま
す
。

査
し
、
そ
の
必
要
性
や
実
現
性
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

広
渡

老
朽
化
が
進
む
教
育
施
設
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

岡
垣
中
学
校
建
替
工
事
基
本
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
児

童
生
徒
数
の
状
況
に
応
じ
た
将
来
的
な
義
務

教
育
学
校
等
の
導
入
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
増
改
築
な
ど
に
配
慮
し
た
設
計
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
健
康
調
査
を

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
は

窓
口
で
の
相
談
を
受
け
る

し
あ
わ
せ
実
感
都
市
岡
垣
の
実
現

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

学　習　資　料

PFASガイドブック

社会医療法人社団・健生会PFAS専門委員会
監修：小泉昭夫・京都大学名誉教授、原田浩二・京都大学准教授

2023年10月

広
ひろわたり

渡　輝
てる

男
お

 議員
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会議録 議会中継

検索はこちらから

安
里

岡
垣
町
の
中
心
部
と
北
部
の
住
宅
地

を
結
ぶ
西
鉄
バ
ス
の
松
ヶ
台
循
環
線
は
、
本

年
９
月
に
終
了
し
ま
す
。
町
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

町
長

松
ヶ
台
循
環
線
の
運
行
終
了
後
は
、

地
域
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
町
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す
る
計
画
で

す
。
今
後
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
路
線
の
見
直
し

を
行
う
際
に
は
、
本
年
４
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
地
域
公
共
交

通
協
議
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

安
里

シ
ニ
ア
カ
ー
は
日
常
の
買
い
物
や
通

院
な
ど
、
短
距
離
の
移
動
に
有
効
で
あ
り
、

高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
重
要
な

移
動
手
段
で
す
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の
導
入
支
援

や
補
助
金
の
拡
大
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

町
長

町
で
は
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

や
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
本
年

４
月
か
ら
シ
ニ
ア
カ
ー
等
購
入
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
利
用
者
が
自
身

の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
安
全
講
習
を
受

講
し
、
併
せ
て
周
囲
の
人
が
利
用
者
と
シ
ニ

ア
カ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
町
全
体
で

安
全
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
里

シ
ニ
ア
カ
ー
を
安
全
に
利
用
す
る
た

め
に
は
周
知
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

町
長

６
月
25
日
発
行
の「
広
報
お
か
が
き
」

に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
カ
ー
に
関
す
る
特
集
を

組
み
、
住
民
の
皆
様
に
シ
ニ
ア
カ
ー
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
試
乗
体
験
会
な
ど
の
機
会
を
設
け
る
と

と
も
に
、
補
助
制
度
に
つ
い
て
広
く
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

議員町長
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
を

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

整
備
に
取
り
組
む

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

議員と語ろうを開催します
10月 28日（火）

午後６時30分から午後８時30分
岡垣町東部公民館

次回定例会は
９月５日（金）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

三里松原保全活動を行いました

　岡垣町では平成30年度からアダプト制度を試行的
に導入し、三里松原の保全を行っています。８つの
団体が参加し、議会もその一員として活動に参加し
ています。最近では、梅雨が明けた７月１日、暑い
中で汗をかきながら除草作業を行いました。
※アダプト制度とは
住民参加型地域保全制度といわれる協働の取り組みのことです

7 町政を問う　一般質問・三里松原保全活動



Ｑ　�昔に比べてほたるの数はどうなっていますか。

Ａ　�ほたるは昔に比べて少ない感じがします。

Ｑ　岡垣町や住民の皆さんへメッセージはありますか。

Ａ　�川で遊ぶのを禁止するのではなく、子どもが遊べる
ような川辺を作って欲しいです。また、放流した鮭
の稚魚を守る環境整備をしたり、川に遊歩道などを
作り、回遊できるようになれば嬉しいです。さらに、
川沿いに桜を植栽し、桜並木ができたら、とてもき
れいだと思います。Ｑ　�矢矧川を清流にもどす会が発足したきっかけは何で

すか。

Ａ　�中心市街地活性化事業として、商店街を盛り上げよ
うと平成９年に花咲き商店街組合が発足し、その中
の一部門として、清掃活動を始めました。その後、
組合が解散する際に、川の清掃活動だけは、ぜひ残
そうと、矢矧川を清流にもどす会として発足しました。

Ｑ　�今まで苦労したこと、嬉しかったことなどはありま
すか。

Ａ　�皆さんが協力していただいているので、苦労したこ
とはありません。嬉しかったことは、商工会海老津
支部や海老津小校区コミュニティ、新海老津区・東
海老津区・海老津区、日本傷痍者更正会の皆さんな
どボランティアの人が増えたことです。

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

矢矧川を清流にもどす会はボランティア団体で、
矢矧川の草刈りやごみ拾いなどを行っています。
活動は年４回で、６月と９月は午前７時から、
４月と 11 月は午前８時から約２時間程度です。
多い時は 70 人くらいがボランティアに参加され
ています。
草はごみ袋 300 個から 400 個くらい、ごみは 
２袋くらい出ています。

会長　山
やま

内
うち

　重
しげ

孝
たか

さん 事務局長　松
まつ

本
もと

　勝
まさる

さん

汗をかきながら刈った草を集めます

周辺もきれいに

毎年ほたるが飛んでいるのは、矢矧川を清掃しているからなんだね。ずっとキレイな川であるよ
うに、みんなで守っていこうね！
ボランティア活動に参加したい方は、こちらまで　093-282-3633（山内）

ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

8岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ
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かい


